
畜産PR大使「おーいたん」

★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/

当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。

★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html

補填金単価の公表の他、単価算定に関する各種参考資料等が掲載されております。

マルキンだより令和元年１０月１１日

公益社団法人 大分県畜産協会 TEL：097-545-6594
FAX：097-554-4049

第103号

令和元年8月分交付金概算払単価公表

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和元年8月分の交付金概算払単価
が公表されましたので、概算払いを行います。

肉専用種については、75,301.7円・乳用種については、22,905.5円 交雑
種については交付がありませんでした。

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価につ
いて【令和元年8月分】（独立行政法人農畜産業振興機構発行）」をご覧く
ださい。

トピックス

•令和元年8月分の単
価（概算）が公表されま
した。

•8月分の交付金交付
は、10月29日（火）を
予定しております。

牛マルキン事業に関係するホームページ



（１）畜産物の市況展望【牛肉】 

～和牛から交雑牛へと需要がシフト～ 

 8月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5が前月比 80円安の 2,673円（前年同月比 123円安）

と 6 ヶ月連続で前年実績を下回った。また同 A4 は 39 円安の 2,376 円（同 70 円安）と昨

年 11月以来の 2,300円台に、同 A3は 45円安の 2,175円（同 35円安）と 2,200円を割り

込んだ。猛暑の影響で全部位的に消費が低迷した。軟調相場を受けて肥育農家の中には出荷

を控える動きも散見された。 

 交雑牛は B4 で 19 円安の 1,767 円（同 79 円高）、B3 が 27 円高の 1,680 円（同 122 円

高）、同 B2は 7円高の 1,536円（同 147円高）。消費者の低価格志向が根強い中、和牛の値

ごろ感が薄れ、交雑牛に引き合いが集中した。 

 9 月に入っても末端需要は低調だった。気温がようやく下がり消費回復が期待されたが、

より単価の安い商材の引き合いが強いことから、売り場では輸入牛肉が訴求された。連休の

催事も予定されていたが、台風 15号による大規模停電、断水、建物被害による混乱が長引

いている。 

 季節的にカタロース、ウデなどのスライス材が動き始めるが、10 月の消費増税で消費マ

インドがさらに悪化する可能性があり、「和牛は 10 月も相場が回復するかどうかは微妙な

ところ」（市場関係）という。 交雑牛は今後も量販店等が年末に向けて最強化を図るとみ

られ、高値み張り付いた展開か。輸入牛肉は日米貿易交渉の大枠が一致し、より安い米国産

が輸入されることが想定されることから、これまでの高い冷凍在庫を消化しようとする動

きが強まり、米国産ビーフが市中に多く出回る可能性がある。 

 10月は消費税が 10％に引き上げられることで、消費者の財布のひもが一層固くなるとの

見方が強い。以上から和牛去勢 A5 で 2,750 円、A4 で 2,400 円前後、A3 で 2,150～2,200

円、交雑種去勢 B3で 1,650円中心。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌１０月号 抜粋） 

 

 

（２）情報提供  

～畜産環境規制の現状と課題（新たな暫定排水基準の改定と臭気対策）～ 

農林水産省生産局畜産部畜産振興課 

【畜産環境対策をめぐる現状】 

 畜産環境対策については、平成 16年の「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関す

る法律」（以下「家畜排せつ物法」）の本格施行から焼く 15年を経ているが、家畜排せつ物の適

正な管理・処理やその利用等、現場における取組は、一定の水準において概ね安定的に行われる

ようになっている。 

 一方、家畜排せつ物の利用をさらに進めていく必要があることに加えて、施設の老朽化や、飼

養規模の拡大に伴う一戸当たりの家畜排せつ物発生量増加への対応、住民の環境意識の高まり

への対応等が必要になっている。また、家畜排せつ物法の施工や環境意識の高まりによって、家

畜排せつ物の適切な処理が経営にとって当然求められる営農行為の一つになった一方で、整備

した家畜排せつ物の処理施設の管理に関しては、必ずしも適切とは言えない事例が散見される。 

 このような状況を踏まえ、家畜排せつ物法の施行状況調査や水質汚濁防止法や悪臭防止法等

の環境規制に関する現状や今後の課題について紹介する。なお、具体的な対策事例や技術面の詳

細な情報などは、本誌における他の執筆者の方々からの紹介に詳しいので、参照していただきた

い。 

 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌１０月号 抜粋） 

畜産の経営を維持又は規模拡大するためには畜産の環境対策は不可欠であり、近隣住民との

良好な構築が必要だと思いますので、是非つづきの別紙を参照してみてください。 

 












